
Natan 葡萄酒醸造所

遊休地を開墾しながら全くのゼロからの試み！ Ｒ３年より生まれた徳島県産ワイン

経 緯

○移住を機に目標であったワイ
ン用葡萄栽培を開始。

○遊休農地の開墾から始めた
が、多くの農地が後継者不
足により衰退していく現状を
知ることに。

○徳島の多様な気候を持つ地
で日本の農業が衰退するこ
とに危機感を持った。

取組内容

○2018年自社徳島県産ワイン用葡萄によるワイ
ンの販売に成功。葡萄の名産地、阿波市と共
同で放棄園を再生し、阿波市産葡萄のワイン
を生産開始。

○地元高校と共同し、苺ワインを商品化。また、
研修の受入や農福連携を実践。

○2021年三好市に徳島県内初となる、ワイン醸
造所の運営を開始。

○自社ほ場の製品が世界農業遺産ブランドの認
証を得る。

活動の効果

○地元高校との商品開発、研修生の受入等で、農業生産品に留まらない農業の可能
性について考える機会が提供できている。

○ワイン用葡萄栽培を通じ、農地の拡大、地域住民やボランティアとの連携で農業の
活性化に繋がっている。

○ワイン用の葡萄生産からワイン醸造、商品化、販売まですべてを徳島県内で行うこ
とでブランド化が図られる。

三好市池田町マチ２１８７－７ Ｔｅｌ： ０８８３－８７－８６８８

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県三好市

ワインというもともと徳島県にない新しい文化を生み出すことで、地域農業に選択肢
を増やし、６次産業化を示すことで、農業の可能性を体現します。

～地方農業に新風を！！～

なたん ぶどうしゅじょうぞうしょ

荒廃農地対策農業
みよし

７ ６次産業化
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NPO法人 阿波勝浦井戸端塾

2022ビックひな祭り会場オリンピックバージョン 恐竜の里

経 緯

○勝浦町は中山間地域で基幹産業
は「貯蔵みかん」であるが、昭和
56年の寒凍害により壊滅的な被
害を受け、長年に渡りひっ塞する
状態が続いた。

○ふる里勝浦の再発見と町の活性
化を目指し、平成３年、「新とくし
ま県民運動推進」の認定を受け、
「勝浦町・地域づくり井戸端塾大
会」を開催し、活動を開始した。

取組内容

○家庭で飾られなくなった「雛人形」を全国か
ら集め、供養して飾る「ビッグひな祭り」を開
催し、ピラミッド型ひな壇100段などに、約
30,000体の雛人形が並ぶ全国的なイベント。

○チラシを再利用した人形作成、古くなった人
形の着物を再利用し、つるし雛作りに取り
組んでいる。

○平成6年、町内で恐竜の化石が発見され
「恐竜の里づくり」に取り組むほか、徳島県
が行う発掘作業の後方支援を行っている。

活動の効果

○チラシを再利用した人形作成、また、古くなった人形の着物を再利用したつるし雛作
りなど、ＳＤＧｓをテーマに新たな取り組みを展開。

○「恐竜の里づくり」は、「恐竜ウォークラリー」を開催し、恐竜をアピールするイベントと
して継続開催されている。

勝浦郡勝浦町大字生名字月ノ瀬35-1 Ｔｅｌ： 0885-42-4334

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県勝浦町

新型コロナ感染症対策を十分に行いながら、イベントを継続し、周辺にある道の駅や
産直市とも連携しながら交流人口の増加に取り組みます。また、恐竜化石資源の保
全と「恐竜の里」を中心に自然と融合した空間の構築を目指します。

～グローバル・地球と結ぶ勝浦づくり～

かつうら

８ 伝統の継承

あわかつうらいどばたじゅく

多様な分野との
連携

ＳＤＧｓ

奨励賞
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生名ロマンの会

生名ロマン街道・桜並木を走るトロッコ列車 ボランティアによる環境保全活動

経 緯

○生名区老人会等の人々が子々
孫々のためにと植栽した桜（生名
谷川両岸総延長約２ｋｍ）が、41
年を経過し大きく美しく成長した。

○平成15年、両岸の管理道路を「ふ
れあいロマン街道」と命名、公園
化し桜の美しさと自然の恵みをア
ピール、環境保全、地域コミュニ
ケーション、安らぎの名所として地
域の活性化活動を開始した。

取組内容

○平成16年より、毎年３月25日～４月10日
の日程で「勝浦さくら祭り」を開催、規模を
拡大しながら各種イベントを実施。

○生名ロマン街道、生名谷川の清掃と草刈
り、桜の剪定等を実施し、桜と街道の安全
を確保するとともに、高齢者の活躍と地域
コミュニケーションの活性化を図る。

○町内外のボランティア等を受け入れ、地域
間交流や町の活性化活動を実施。

活動の効果

○勝浦さくら祭りは、地区内の祭りとして開始しされたが、年々規模を拡大し平成30年
には外国人観光ツアー客の呼びこみに成功、国内外合わせて３万人の来場があり
町内の文化経済にも大きな影響力を与えるようになった。

○町内の各種団体や学校の他にも、徳島市内の大学等からもイベント参加等があるな

ど、多くの人々により本取組は作り上げられている。１日のボランティアが100名を超
える日もある。

勝浦郡勝浦町大字生名 Ｔｅｌ： 090-8970-6728

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県勝浦町

地域のコミュニケーションと都市との地域間交流をさらに促進すると共に、アフターコ
ロナのインバウンド市場への再挑戦に挑み、地域の経済的波及効果を促進し地域の
活力強化に寄与したい。 また「生名ロマンの会」の後継者育成にも力を入れたい。

～ボランティアでつくろう「生名ロマン街道」～

いくな

関係人口の
創出

高齢者の
活躍

かつうら

９ 農村環境・
景観保全

かい
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道の駅ひなの里かつうら

勝浦校3年生さつまいもの苗植えの様子 収穫祭準備にかかる芋掘りの様子

経 緯

○2011年3月に勝浦町の地域づくり
の拠点、町の産業発展・観光振興
に寄与することを目的に設置され
た。

○行政から「交流人口増加対策」、
地域住民から「耕作放棄地の景
観問題の解消」をそれぞれ依頼さ
れ、課題の解決策として808農園
プロジェクトを企画した。

取組内容

○耕作放棄地を再生した圃場でさつまいも・
コスモス・夏野菜を生産。

○圃場整備は地域農業者に、観光農園は小
松島西高校勝浦校生に、コスモス畑は保
育園児に、草刈りは徳島市の就労支援施
設になど、地域・学校・関係者等との連携。

○7-8月夏野菜の無料配布、9月さつまいも
収穫体験農園、10月収穫祭、11月コスモス
畑を実施した。

活動の効果

○808農園プロジェクトをきっかけに学校関係者、マスコミからの問合せが増加。当初
から「地域住民が活躍できる場所を提供したい」という思いがあり小学生4学年合
同の販売体験「こどもマルシェ」や「阿波かつうら恐竜フェス～ひなかつPark～」、
「ハロウィンイベント」など地域の協力のもと多数のイベントを開催することとなった。

○各取組でそれぞれ新聞、テレビ2-3社からの取材を受け掲載・放送された。
○耕作放棄地約600㎡を再生。

勝浦郡勝浦町生名字月ノ瀬4-1 Ｔｅｌ： 0885-44-0112

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県勝浦町

「裏の畑なんとかしぃだ」地域住民の小さな課題解決のため取組みを始めました。町
の組織にも小さな課題が山積しており、808農園プロジェクトでは、それぞれの課題を
解決すべく企画しています。

～子供を笑顔に農業で地域を一つに～

みち

教育機関との
連携

農業
かつうら10 荒廃農地

対策

えき さと
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特定非営利活動法人 K-Friends

スポーツツーリズム（みかん収穫体験） 商品化した熟成みかんジャム等

経 緯

○生涯スポーツの振興を担う地域総合
型スポーツクラブとして活動。

○健康づくりに欠かせない要素には、
スポーツ×食（食育＆地産地消）が
あるとの思いと、地域の活性化及び、
SDGsの実現を目指し活動。

○農産物加工施設の指定管理者受託
をきっかけに、地元産のみかん、出
荷できない野菜等を使って商品化。

取組内容

○スポーツツーリズムで地域活性化を図
るため、みかん農家と連携し「かつうら
みかん満喫ウォーキング」を開催。

○食育＆地産地消の推進のため子ども達
に「食育＆地産地消」のイベントを毎年
３回開催。

○「山あいの町を出た子らに、ふるさとの
味を届けたい」思いと「地元の食材や農
産物の活用」を進めるため、商品の開
発・製造・販売を実施。

活動の効果

○町のPRと特産物「熟成みかん」の情報発信となり、交流人口の増加に貢献している。
○村の宝である子ども達に、旬の農産物のおいしさや魅力を伝承している。

○令和３年１２月に食品衛生法営業許可を取得。地元の野菜、果実等を使った商品を
開発し、産直市、道の駅等で販売し順調に売り上げを伸ばしている。

勝浦郡勝浦町大字三溪字古川1番地１ Ｔｅｌ： 0885-42-3671

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県勝浦町

スタートしたばかりの取組だが、地元のおばちゃんの知恵と仲間で、ふるさとの味を
継承していくとともに、地域活性化の一躍を担っていきたい。

～山あいの農産物・知恵・仲間を集めて～

とくていひえいりかつどうほうじん

スポーツツーリズム
で地域活性化

6次産業化
かつうら11 地産地消
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かみかつ棚田未来づくり協議会

棚田ウェブ談議所

経 緯

○平成23年度全国棚田サミット開催を
きっかけに、上勝町４地区で活動開始。

○過疎高齢化のため、単一地区での棚
田保全・活性化活動の推進は困難な
ため、連携して活動。

○平成24年度より「棚田感動ビジネスプ
ロジェクト」、平成29年度に「棚田未来
づくりプロジェクト」開始をきっかけに、
当協議会を設立。

取組内容

○コロナ禍でオンラインで交流を行う「棚
田ウェブ談議所」を開催し、町内外の
人材との関係を構築。

○オンラインとリアル交流による「全国
キッズ交流」、「オンライン産直市交
流」とこれらの活動の発展系として「美
しい村24時間オンラインライブ」を開催。

○上勝町内の高齢者をターゲットにした
指一本情報共有システムの構築支援
活動。

活動の効果

○国内・海外と連携した「24時間オンラインライブ」では、町内の特産品を販売し、無
農薬米や上勝発酵晩茶が人気であった。

○「棚田ウェブ談議所」におけるオンライン交流会の情報をきっかけに、研究者や専
門家と八重地地区の棚田保全・活用について研究をスタート。

勝浦郡上勝町大字福原平間71-1（月ケ谷温泉内） Ｔｅｌ： 0885-46-0203

徳島県上勝町

～オンラインリアル＆リアル交流を介した集落力づくり～

かみかつ 農村環境・
景観保全

棚田保全

応募団体からのアピール・メッセージ

「棚田未来づくりプロジェクト」は、過疎高齢化が進む棚田集落で、交流活動促進に
よる元気な集落の持続や集落居住をめざします。また、新型コロナウイルス感染症の
影響により活動方法を見直して取り組んでいます。

12 地産地消

たなだみらい きょうぎかい

オンラインかみかつ産直市交流
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株式会社かみかついっきゅう

ヘルスツーリズムの昼食で提供する玄米バーガーヘルスツーリズム

経 緯

○町による月ヶ谷温泉周辺を整備す
る彩山事業が始まり、行政、地元、
民間企業で、地元資源を活用した
プログラムとして取組がスタート。

○町への視察者は多いが、観光の
側面が少なかったため健康観光プ
ログラムの開発が進んだ。町には
高齢者も多いため健康が重要な
キーワードとして位置付けられた。

取組内容

○高低差を活かした気候療法や森林の中に
設けたリラクゼーションスペースを活用した
ヘルスツーリズムの提供。

○月ヶ谷温泉「月の宿」を拠点とし、地元なら
ではの食材を生かした低カロリー玄米菜食
メニュー、地元の自然を生かしたウォーキ
ング＆エクササイズコース等の提供。

○ツアー参加者の食習慣アンケートを基にし
た栄養指導などを組み合せることで、いろ
どり豊かなヘルスツーリズムを構築。

活動の効果

○ヘルスツーリズムによる健康産業の創出により、新たな雇用創出、地方の文化振
興・産品販促につながる持続可能な観光業を促進している。

○森林空間を活用することにより、森に入る機会が増え、森林整備が進むことにより、
森林インフラが強固になり、河川の水質の向上にもつながる。

○町外民間企業の新人研修などの研修場ともなり、町民のみならずたくさんの人によ
よって維持される持続可能な森林となっている。

勝浦郡上勝町大字福原字下横峯3-1 Ｔｅｌ： 0885-46-0111

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県上勝町

多職種連携（行政、地元、民間企業）による体験学習中心の健康な環境づくりを行い､
地域活性､健康づくり､森林整備の３側面を統合した取組を行っていく。

～来る人も住む人も健康になる町づくり～

農林漁業企業との連携
かみかつ13 雇用

かぶしきがいしゃ
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コロコロおばちゃんの会 エシカルこども食堂

コロコロと元気なおばちゃん達！！ エシカルこども食堂 防災についても学ぶ

経 緯

○規格外の野菜や米が、食べられ
るのに捨てられていた。この野菜
等を活用して何かできないかと
「地域の子ども達に食品ロスや食
育を兼ねた子ども食堂をやろう」と
いう話になった。

○料理の得意なコロコロと元気な農
家のおばちゃんが集まり、「もった
いない」から「エシカル子ども食
堂」を始めた。

取組内容

○エシカルこども食堂は、H29から開催。今年
は、防災学習も兼ね地域防災センターで行
い、牛乳パックを使ったお皿やスプーンを
親子で作り、家族で防災意識を高めた。

○地域の小学生に、地元で採れた規格外野
菜を活用し調理実習を行う中で、地産地消
と食育も兼ねたエシカル授業を行った。

○フードドライブを設置し、集まった食品を
フードバンクや県内こども食堂へ届けた。

活動の効果

○学校で授業を行うことでこども達から「えっとぶり（ひさしぶり）おばちゃん！」と声をか
けてくれたり、こども食堂では「次も来るけん。」と言ってくれたりするようになってきた。

○スタッフメンバーも２名増え、こども食堂を開催するたびに野菜やお米を提供してくだ
さる農家や団体のつながりも広がってきている。

名西郡石井町藍畑字西覚円673番地4 Ｔｅｌ： 090-3782-7226

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県石井町

～おもしろ野菜とコロコロ元気なおばちゃん達～

かい

エシカル・子ど
も食堂・防災

地産地消
いしい14 食育・教育

コロナ禍や様々な社会情勢の影響で物価が上がり、大変な時だからこそ、みんなで助
け合う地域になってほしいと思います。地域のこども達は私たちの宝！「エシカルこども
食堂」が気軽に集まり安心できる場所であり、生きていく活力になればと思っています。

しょくどう
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徳島県立城西高等学校神山校「まめのくぼ」プロジェクトチーム

スギの間伐作業 神山小麦の収穫

経 緯

○令和元年度、神山創造学（学校
設定科目）の授業において、神
山町谷地区の耕作放棄地（まめ
のくぼ）を発見。

○以前は棚田だったが、約20年前
から放置されていた農地の再生
と作物栽培を目標に、草刈りや
耕運による農地の整備及び周辺
道路の整備を開始。

取組内容

○高校生が主体となり、放置された棚田の再
生に取り組む。

○石積み修復や伐採技術等を活かし、農地
を再生。水路修復や電気柵と木柵を設置し、
野生動物の侵入対策を行う等の環境整備
に取り組む。

○神山小麦と蕎麦の栽培から加工・販売まで
の6次産業化を実践。商品開発やシードバ
ンクを行い、新たな魅力を発信。

活動の効果

○地域住民からは「私たちの若い時（昭和50年頃）の景観が徐々に再生されて嬉しい」、

「高校生がやる気になって土地の再生を目指しているので、私たちも頑張らないとい

けない」などの声が寄せられている。

○３年生の生徒が2019-2021年の取組をまとめた冊子を作成し、200冊を神山町、ふる

さと納税者などに配布を行い、まめのくぼの魅力を発信した。

名西郡神山町神領北399 Ｔｅｌ：088-676-0029

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県神山町

農林業の諸課題を自分自身の日常の行動とつなげて考えるなど、学びを深めること
で、社会に出てから実際に行動できる人材が育つことを期待しています。

～高校生が挑戦!! まめのくぼの再生プロジェクト～

とくしまけんりつじょうせいこうとうがっこうかみやまこう

農村環境・
景観保全

6次産業化
かみやま15 荒廃農地

対策

奨励賞
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Surf & Hunt

わな猟で野生動物を捕獲 ジビエペットフード VENIBO

経 緯

○Ｕターンで帰郷し、小さい頃に遊び
場だった田畑に金網やネットが張
り巡らされた風景に、違和感を覚
え、調べると野生動物の食害があ
ることを知った。

○子ども達の遊び場、学びの場を取
り戻したい。野生動物の捕獲が地
域貢献にも繋がるのなら。そんな
思いから、狩猟免許を取得し活動
を開始。

取組内容

○県市町村主催のわな猟講習会講師として
地区猟友会員に指導。

○中、高、大学へ出向き狩猟を通じた命の大
切さの講演活動を実施。

○ジビエの取扱に関して野生動物の捕獲（生
け捕り）から運搬（山では引きずる事なく抱
える）解体まで、独自の手法で実施。

○ジビエペットフード（VENIBO）を販売。ペット
も家族との認識で、人が食べても安心・安
全で高品質なジビエを加工。

活動の効果

○ハンティングスクール講師となり３年目、約40名にわな猟の知識、実技を指導。県猟
友会主催、初心者講習会にて約100名以上に指導。その他、他町村にてわな猟講習
会講師として地区猟友会員に指導。

○新規狩猟者の確保や狩猟初心者のサポートを実施、講演・講習の実績は、平成30年
１回から令和４年は30回に増加。

○ジビエペットフード（VENIBO）は販売量は年々増加、牟岐町ふるさと納税返礼品にも
登録される。

海部郡牟岐町大字牟岐浦字宮ノ本128 Ｔｅｌ： 090-4902-8448

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県牟岐町

中・高・大学での講演、徳島県猟友会、徳島県主催のわな猟講習会では狩猟を通じ
命の大切さ、いただきます、の意味を発信するとともに、新規狩猟者の確保や狩猟初
心者のサポートを実施していきます。

～命をいただき、命を繋ぐ。～

さーふ あんど はんと

地方自治体・教育
機関との連携

ジビエ
むぎ16 鳥獣被害防止
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花火の原料材料を調合する作業

経 緯

〇美波町赤松地区は過疎化と高齢化
が著しく約200年続く伝統ある吹筒
花火の作り手が減少。その製造技
法の衰退と赤松神社への奉納花火
の継続が危惧されていた。

〇平成７年、有志により「赤松煙火保
存会」を設立。平成25年、「赤松煙
火保存会」を持続可能な団体とする
ため、NPO法人として再構築。

取組内容

〇五穀豊穣と家内安全を祈願し赤松神
社に奉納される吹筒花火は、地区内15
の花火組ごとに製造技法が異なり秘伝
とされ、花火の美しさを競い合う。

〇各種イベントでの吹筒花火の実演を通
して花火の魅力を発信し、伝統文化へ
の理解を深めてもらう活動を実施。

〇花火工場の見学会、花火免許の取得
奨励、事故防止のための保安教育な
どの活動に取り組む。

活動の効果

〇伝統の吹筒花火は、地域住民による手造りの花火、共同作業を通して、住民相互
のコミュニケーションが図られ、地域の活性化にも繋がっている。

〇秋まつりに帰省する人達や地域外から花火の観覧に来る人も増加し、例年700人
から800人の観覧客が訪れる。R2、R3はコロナ禍のため関係者だけの奉納であった
が、今年は10月9日に3年ぶりに一般にも公開された。

海部郡美波町赤松字総屋敷146-1 Ｔｅｌ：0884-79-3325

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県美波町

約200年の伝統がある吹筒花火は、地元の住民が手造りすることに特徴があり、点火
され燃焼する花火の下を若者が「できたん どしたん」の掛け声とともに、勇ましく駆け
巡る、全国の伝統花火の中でも珍しい風習です。

～できたん どしたん 吹筒花火～

みなみ
農村文化体験

特定非営利活動法人 赤松煙火保存会

17
あかまつえんかほぞんかい

奉納風景（「できたんどしたん」の掛け声とともに）

伝統の継承

とくていひえいりかつどうほうじん
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in Between Blues (iBB)

自社スタジオinBetweenBlues 野老朝雄氏×藍色くまモン×徳島県すだちくん

経 緯

○サーファーとして世界を旅し、自然
を大切にする様々な人々との出会
いを重ね、故郷の「藍染文化」が人
にも自然にも優しく互いの共存を支
える素晴らしい文化と気付く。

○波乗りを象徴する空と海、藍それぞ
れの美しき「青」をテーマにモノ創り
を通して故郷の自然歴史文化の保
全継承のため活動を開始。

取組内容

○モノ創りを通じた故郷の自然歴史文化
の保全継承。

○阿波藍や空海遍路など伝統文化とサー
フ文化の融合。

○空海藍をテーマに青でつながる徳島の
魅力発信。

○阿波藍文化の魅力（徳島の魅力）を
Local＆Globalに発信。

○地元の魅力発信による交流人口の創出。

活動の効果

○東京2020五輪エンブレムの作者である野老朝雄氏との縁から野老氏のデザインと藍
染技術をサーフィン日本代表選手の公式ウェアに取り入れるプロジェクト、堤浅吉漆
店（京都）×土佐組子（高知）×303サーフボード（徳島）×Rodrigo松田（ブラジル）コラ
ボによる日本伝統工芸技術を集結した環境配慮型木製藍染漆サーフボードの製作、
藍色くまモンプロジェクトなど、藍と他文化の融合を実現。

○平成29年「小山薫堂 注目の匠」を受賞した藍染サーフボード「空海」は、国内百貨店、
海外各店舗からオファーを受け国内外に展開。

海部郡海陽町宍喰浦字松原216-3 Ｔｅｌ： 0884-70-1488

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県海陽町

「ジャパンブルー」の語源とも云われる藍産業を支えた徳島と、世界に誇る阿波藍文
化の魅力発信、海陽町の豊かな自然環境の保護のため、藍染スタジオ「in Between
Blues（iBB）」を拠点としてモノ創りや様々な企画プロデュースを手掛けて参ります。

～空海藍が繋ぐ故郷と世界～

いん びとうぃーん ぶるーす

多彩な分野との
連携

伝統の継承
かいよう18 環境保全
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合同会社みつぐるま

轟神社秋例大祭 轟神社御神酒”水波女命“ 日本の滝100選・轟の滝

経 緯

○400年以上に渡り守られてきた轟本
滝神社と秋例大祭が、１次産業の
衰退と共に担い手を失い、存続の
危機に、その状況を憂いた若手が
活動開始。

○人的金銭的にその運営・活動を支
援し保全継承を目的に合同会社を
立上げ、米作りから携わる御神酒プ
ロジェクトや文化庁事業など様々な
活動に取り組む。

取組内容

○轟神社及び海部川流域（源流轟の滝か
ら海部川河口、鞆浦漁港）における１次
産業振興支援。

○阿波藍、阿波和紙、阿波踊りなど、徳島
県ひいては日本全国の文化経済発展を、
海部の林業、造船・廻船業が支えた歴史
的背景の再考と発信。

○御神酒の酒米栽培、御神酒製造全般プ
ロデュース、轟神社公式HP製作運営、海
部川流域の自然環境や文化を発信。

活動の効果

○海部川流域での酒米栽培、酒蔵との連携、阿波和紙を使用したラベル・パッケージ、
東京2020五輪エンブレムデザイナー野老朝雄氏やカメラマン大杉隼平氏（徳島出身
俳優大杉漣氏長男）によるクリエイティブなど土地や文化に縁のある人材・素材を繋
ぎ細部にまでこだわり抜いたオリジナル御神酒作り（轟神社御神酒プロジェクト）によ
る関係人口の創出。

○文化庁事業を活用し、地域の魅力を体感するツアーを企画・造成。専門家・著名人等
を招いたモニターツアーを開催し、地域の認知度や来町者、参拝者の増加に貢献。

海部郡海陽町奥浦字町内200 Ｔｅｌ： 0884-70-5888

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県海陽町

轟神社御神酒プロジェクトにより海陽町の“米・水・塩”などへの注目度が向上、これら
を活かしたオリジナルプロダクト開発や既存の農作物、水産物の認知度・価値向上及
び需要向上にも貢献できる展開を目指したい。

～海山川、世界を繋ぐ故郷の御神酒～

農村環境・
景観保全

６次産業化
かいよう19 伝統の継承

ごうどうがいしゃ

“みずはのめ”
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株式会社リブル

美しく身の引き締まったシングルシード牡蠣 養殖データを活用したスマート水産業の実現

経 緯

○海陽町は、美しい自然と豊かな食
材を資源に持つが、地域の漁業
者は「孫には継がせない」と断言。

○サンゴが群生する美しい海（貧栄
養海域）でリブル創設メンバーが
牡蠣養殖に成功。

○日本の水産業の未来への打開策
として、属人的な技術を標準化し
汎用的な養殖モデルを作るため
に事業化を決意。

取組内容

○養殖技術のAI化と強い種苗を通じて「誰で
も・どこでも・牡蠣養殖ができる」世界の実
現を目指す。

○養殖に関するデータやアプリを活用し牡蠣
養殖技術の見える化の実現。

○「誰でも・どこでも・牡蠣養殖ができる」ため
の“強い種苗”の生産・提供。

○IT技術を駆使した新しい姿の水産業を次世
代の子ども達に知ってもらうために、教育
現場への出前授業や漁場案内を実施。

活動の効果

○牡蠣不毛の地と言われた那佐湾で牡蠣養殖に成功し「あまべ牡蠣」をブランド化。
○養殖に関するデータやアプリを活用し、牡蠣養殖技術の見える化（＝スマート養殖）

を実現、養殖技術を汎用化し、他地域へ技術展開を行った。水産業の課題である技
術伝承のスピードを上げ、高い属人性からの脱却に貢献。

○自社で養殖を手がける強みを生かし、検証を繰り返して“強い種苗”を開発、養殖の
アドバイスとともに他事業者へ提供、生産量拡大に貢献。

○地元出身の20代の若者がIT企業からリブルにUターン就職。さらにＩターン人材も雇用
し、就労希望者も増加するなど、地元の新たな産業として定着し始めている。

海部郡海陽町宍喰浦字那佐337-55 Ｔｅｌ： 0884-70-5888

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県海陽町

今後も、「誰でも・どこでも・牡蠣養殖ができる」ためのAI開発を進めるとともに、過疎
化に悩む地域に向けて「新規産業創出・雇用拡大」のモデルを広げていきたい。

～未来のオイスターファーマーにむけて～

環境保全水産業
かいよう20 スマート

農林水産業

かぶしきがいしゃ

特別賞
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はーとふる川内株式会社

農園で働く社員 商品化されたドライトマト

経 緯 取組内容

活動の効果

板野郡北島町高房字居内1-1 Ｔｅｌ：088-678-5276 

応募団体からのアピール・メッセージ

徳島県北島町

～障がいとともに生き農業で働いて元気になる～

かわうちかぶしきがいしゃ

農福連携農業
きたじま21 ６次産業化

○大塚製薬株式会社の特例子会
社として障がい者雇用を進めて
いたが、知的障がい者へ十分な
業務を提供することができていな
かった。

○トマトの生産・販売を手掛けるグ
ループ会社から農業の提案があ
り、障がい者雇用農園を設立。
障がい者とともにトマトの生産販
売を開始した。

○障がい者の新規職域開発としてハウストマ
トの生産、ドライトマトの製造、販売に取り
組む（６次産業化・農福連携）。

○ 「とくしま安2 GAP農産物」 認証を取得し、

安全な職場整備と安心安全なトマトを市場
に提供。

○ノウフクJAS事業者の認証を取得。ノウフク
JASマークを貼付したトマトの販売を開始。

○障害者雇用に関する優良な中小事業主に
対する認定（もにす認定）を取得。

○４名の知的障がい者の雇用から開始し、新規雇用を増やし、現在は７名を雇用している。
○個々の障がい特性に応じた支援や指導を行うことで、職業人として農業に従事できるよ

うになってきた。
○障がい者就労支援センターと協業することにより、農福連携－６次産業化が実現できた。

ノウフクJAS認証と農福連携等応援コンソーシアムや農福特例子会社連絡会への参
画を通して、全国的な農福連携を推し進めていきます。
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家賀再生プロジェクト

国内最大の傾斜地集落「ソラ」と呼ぶ家賀集落 ソラの藍畑は無農薬・無化学肥料

経 緯

○つるぎ町貞光の「家賀」は、剣山系
最大の約500ｍの標高差をもつ「ソ
ラ」と呼ばれる日本最大の傾斜地集
落。

○世界農業遺産認定地域に位置する。
○徳島県内でも急激な過疎化が進む

家賀地区に以前の繁栄を復活させ
るため2018年10月に家賀再生プロ
ジェクトを発足。

取組内容

○世界農業遺産に認定された「にし阿波の
傾斜地農耕システム」により藍を栽培。

○傾斜畑でカヤ・落葉などを用いた伝統的
な自然循環型農法で農薬や化学肥料を
使用していないため、藍を食用等の用途
として利用の幅を拡げる。

○地域資源（茶、草木染、織物、薬草など）
を活用しオリジナル商品を開発。

○新規就農者支援、リース法人の農業参
入支援。

活動の効果

○傾斜地農耕システムは、SDGｓの取組として、またカヤ農法はカーボンニュートラル
への手段として、評価されることとなった。

○ボランティアとして活動に参加していた者がつるぎ町に２組移住し就農するなど、過
疎化が進む徳島県西部の山間地域の活性化に繋がっている。

○家賀の藍の種を日本各地に送り、藍栽培のネットワークを構築し、関係人口の増加
に繋げている。

美馬郡つるぎ町貞光字大須賀４４－８ Tel : ０９０－５１４４－４８９６

応募団体（者）からのアピール・メッセージ

徳島県つるぎ町

戦前までこの地域で栽培されていた藍を復活させることで、家賀地区の活性化を目
指したい。

～家賀の藍は日本の桃源郷からの贈り物～

関係人口の
創出

農 業22 ６次産業化

けかさいせい
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